
 

平成１９年度当初予算 施策別概要 

 
 

                   13201 地域スポ－ツの推進    （教育委員会） 

                   13202 競技スポ－ツの充実    （教育委員会） 

  （主担当部：教育委員会）     13203 スポ－ツ施設の整備・運営  （教育委員会） 

 

＜施策の目的＞ 

 （対象）県民が 

 （意図）それぞれの好み、年齢や体力等に応じて、スポーツに親しんでいる 

 

＜施策の数値目標＞ 

目標値 6,540,000 人 施策目標 

項  目 

（主指標） 
公立スポーツ施設の利用者数 

現状値 6,277,131 人(2005 年度) 

 ※ 県営スポーツ施設（教育委員会所管外の施設も含む）および市町のスポーツ施設の年間利用者

数の合計（教育委員会スポーツ振興室調べ） 

 
＜現状と課題＞ 
・ 健康志向の高まり、生活の利便化による余暇時間の増大などにより、県民の生涯を通じたス

ポーツに対する関心が高まる中、県民一人ひとりがそれぞれの好み、年齢や体力等に応じて、

多様なスポーツ・レクリエーションに親しむことのできる環境づくりが求められています。 
・ 国民体育大会を中心とする本県スポーツの競技水準は、一部の競技を除いて全国的に低位に

あることから、今後も競技力向上に計画的に取り組むことが求められています。 
・ 県営スポーツ施設がより多くの県民に利用されるよう、利用者のニーズに応じた整備・運営

に取り組むことが必要です。 
 
＜平成１９年度の取組方向＞ 

① 県民の多様なスポーツニーズに対応できるよう、地域の人たちが主体となって運営する総合

型地域スポーツクラブの育成を支援するなど、これまで運動の機会が少なかった年代をはじめ、

誰もが、スポーツに親しむことのできる機会や場を提供します。また、広く県民がスポーツ・

レクリエーション活動に参加できる機会の充実に努めます。 

② 国内外の大会等で活躍できる選手の育成と、各種目の指導者の養成に取り組みます。 

③ 県民のスポーツへの関心を高めるとともに、みるスポーツに対するニーズや、ボランティア

参画など支援活動に対する意欲に応えるため、「2009 年世界新体操選手権大会」の開催準備に

着手します。 

④ 県営スポーツ施設が、より多くの県民にスポーツを楽しむ場、競技力を向上させる場として

利用されるよう、指定管理者と協議しながら効率的な施設運営とサービス向上を進めていくな

目標値 24,600 人 
総合型地域スポーツクラブの会員数 

現状値 16,990 人(2005 年度) 

目標値 85 件 

県の取組 

目標項目 

（副指標） 全国大会における入賞数 
現状値 76 件 

１３２ スポーツの振興 



 

ど、利用者のニーズに応じた整備・運営に努めます。 

 
＜主な事業＞ 
①（重）総合型地域スポーツクラブサポート事業【基本事業名：13201地域スポ－ツの推進】 
  当初予算額：⑱ ５，５１３千円 → ⑲ ５，４６４千円 
  事業概要：県民の多様なスポーツニーズに対応するとともに、子どもたちがスポーツを通じ

て規範意識や社会性を身につけることができるよう、広域スポーツセンターを設

置し、県、市町、関係団体等との連携を強化して、総合型地域スポーツクラブの

設立・育成を支援します。 
 
②（重）トップアスリート養成事業【基本事業名：13202 競技スポ－ツの充実】 
  当初予算額：⑱ ９５，２１１千円 → ⑲ ９７，６８４千円 
  事業概要：各競技団体との連携のもと、一貫指導マニュアルを活用して、子どもたちの発達

段階に応じた適切な指導を計画的、継続的に実施し、国内外の大会で活躍できる

選手および指導者を育成します。 

 
③ 競技力向上特別事業【基本事業名：13202競技スポ－ツの充実】 
  当初予算額：⑱ ３４，５６３千円 → ⑲ ３２，７４６千円 
  事業概要：国民体育大会を中心とした競技力向上の推進体制のもと、選手の強化対策を進め

るとともに、新体操競技の普及や指導者の育成等に取り組みます。 
 

④ 世界新体操選手権大会開催準備事業【基本事業名：13201 地域スポ－ツの推進】 
  当初予算額：⑱ ６，０００千円 → ⑲ ４５，７６９千円 
  事業概要：２００９年に本県で開催する「第２９回世界新体操選手権大会」の開催に向けて、

組織委員会を設立し、具体的な準備を進めます。 
 
⑤ 県営総合競技場事業【基本事業名：13203スポ－ツ施設の整備・運営】 
  当初予算額：⑱ ６１，５５４千円 → ⑲ ３４８，８４１千円 

  事業概要：県営総合競技場について、利用者のニーズに応じた運営を行うとともに、中核的

スポーツ施設としての機能の充実をはかるため、第１種公認陸上競技場として機

能が維持できるよう、所要の整備を行います。 
 
 
 

 


